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研究インターンシップ内容 

私は、本インターンシップにおいて機械学習を用いた画像処理の技術習得を
目的としてウォンテッドリー株式会社で研究を行った。画像処理技術は近年の
機械学習技術のブレークスルーに恩恵を受けて飛躍的な進歩を遂げている。特
に、生命・医療系の研究分野では、顕微鏡像などの画像を用いた特定の物体の認
識・追跡等の研究がすでに活発に行われるようになってきており、実用化もされ
はじめている。 

私は、所属する研究室において光を用いた磁性体の物性探索を行っている。光
を用いた磁性体の研究では、しばしば磁気光学イメージングと呼ばれる研究手
法が用いられる。この手法では、磁性体内部では物質の磁気的性質によって透過
光の偏光が回転するという現象（ファラデー効果）を利用し、物質中の磁気構造
を画像として得ることができる。私は磁気光学イメージングの研究において、画
像の解析のために機械学習技術が利用できるのではないかと考えた。そこで、こ
の分野で高い技術力を持つ企業であるウォンテッドリー株式会社においてイン
ターンシップを行い、画像処理技術の習得を目指した。 

インターンシップにおいては、ウォンテッドリー株式会社の持つ大量の名刺
画像を利用した。このデータベース内には、同じ人物の名刺だが撮影された日時



や撮影した人物が異なるために陰影や色調が異なる多数の画像が含まれており、
私はこれらの名刺画像の同一性判定を行うモデルを構築した。モデルとしては
2018 年に発表された顔認識システムのモデルをベースとし、それに改良を加え
るという形で研究を進めた。その結果、60 万種類の名刺画像を 95%以上の精度
で判別するモデルの構築に成功した。さらに、これを既存のサービスに取り込ん
で利用するために、一からサーバを構築し、既存のサーバからアクセスを受ける
ように設計した。 

本インターンシップでは、単なる画像処理技術だけではなく、それを構築する
ための技術的基盤を設計する経験も得ることができた。私はこれを生かして所
属する研究室において画像処理基盤を構築し、私自身の研究の推進力としてい
きたい。 
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